
全国一斉に秋の火災予防運動を実施しています。火災が多くなる時季を前に、

ご自宅の火災予防に大切なポイントを確認しましよう !!

出火件数に占める割合

(疑い含む)
出火件数に占める割合

●こみは決められた曜日・時間に出す

●家の周りに燃えやすい物を置かない

●地域ぐるみでの対策

●調理中はその場から離れない

●安全装置 (S砲ンサ…)付きコンロの推奨
●コンロ周りを整理整頓。清掃する

●家具など重い物を乗せない

●コードを引つ張つて抜かない

●束ねて使用しない

電気機器
出火件数に占める割合

●リチウムイオン電池→裏面に記載
●電子レンジに使用できない容器に注意
●使用しない家電のプラグを抜く

出火件数に占める割合

●灰皿に置いたまま離れない

●吸い殻は水に浸してからこみに出す

●寝たばこをしない

たばこ 19件 (8%)

不明5件 (2%) コンロ 35件 (14%)

その他 71件 (29%)
放火 (疑い含む)
35件 (14%)

電気装置 5件 (2%) 電気機器
24件 (10%)

内燃機関 7件 (3%)
電灯・電話線辱の 配 線

21件 (9%)

配線器具 16件 (6%)

死者数   9名 (前年比-5名 )
負傷者数  50名 (前年比+11名 )内、65歳以上の高齢者

‐ 死者数に占める高齢者の割合

火消しまさむね君

伊達家伯記念會協力
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急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし
仙台市内の火災件数

令和6年中
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65歳以上 高齢者死者の割合



電気製品は取扱説明書をよく読み適切な場所で正しく使う。

洗面所やトイレなどの水回りや冷蔵庫の要など、湿気やホコリ
のたまりやすい場所のコンセント周りはこまめに掃除する。(使
わない機器のプラグは抜いておく。)

製造から長期間経過した電気製品は、異常を感じたら使用を

やめて販売店などに相談する。

電気は暮らしに身近で欠かせないもの。でも、使い方を間違えると

火災の原因になつてしまうので要注意‖

配線を踏む・ひつばる

断線・ショートして出大

配線を東ねたまま使用

発熱して発人の危険が‖

地震 の揺れを感知して、電気を自動的に止めてくれる器具

(ブレーカー)です。

地震によつて火災が発生する原因は…

・倒れた家具の下敷きになつて断線した電気コード
・電気ストーブの上に落下した洗濯物

・ベッドに落ちた電気スタンド

・照明の配線が天丼裏で損傷

分電盤に内蔵されたセンサーが
揺れを感知して電気を遮断。

鱚
コンセント内蔵のセンサーが

揺れを感知して電気を遮断。
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小型充電式電池 (リ チウムイオン電池、ニッケル水素

電池、ニカド電池)

リチウムイオン1鮨  ニッケルオ嘲晩  ニカド電池

米電動アシスト自転車用のノヽッテリーも対象です。

電池が本体から容易に取り外せないものは、

そのままお出しください。
(スマートフォン、モバイルバッテリー、力0熱式たばこ、電動歯フラシなど)

※30cmを超えるもの|よ出せません。「粗大こみ」として出してください。

①電池は、端子部分にテープを貼り、絶縁
を行つてから出してください。

θ ④
②透明の袋に入れて、黄色の回収箱に入れ
てください。

家庭こみ指定袋やプラスチック資源指定袋

には絶対に入れないようお願いします。

宮城野消防署
8284Ⅲ 9211

若林消防署
8282…0119

太自消防署
a244¨ 1119

の火災
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こんな使い方はキケン‖

タコ足配線

【 阪神・淡路大震災 〕

感震ブレーカーの種類
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リチウムイオン
電池等搭載製品は、
使用・処分方法を

.必ず守ること ! .

対象となるもの

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ リチウムイオン電池等の処分方法

仙台市消防局
8234… 1111

青葉消防署
8234‐ 1121

富城消防署
容 392Ⅲ8119
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出し方

仙台防火委員会 台市防災安全協会


